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環境振動シンポジウム検討WG 第 2回議事録（案） 
 

Ａ．日 時 2015年 8月 21日 金曜日 17:30～18:45 

Ｂ．場 所 建築学会 306会議室 

Ｃ．出席者 冨田主査 他８名 

Ｄ．提出資料（提出委員名） 

 No.2-01  環境振動シンポジウムWG議題 

No.2-02  環境振動シンポジウム検討WG第 1回議事録（案） 

No.2-03  環境振動シンポジウム検討WG 運営委員会報告資料 

No.2-04  シンポジウム開催までの流れ 
 

Ｅ．議事内容 
 

１． 議事録確認（資料 No.2-02） 

前回議事録を確認し，了承された。 

 

２． 2015年度環境振動シンポジウム議題について（資料 No.2-01~04）  

議論を踏まえ，以下のプログラムとなった。 

 

「建物振動に関する安全性と居住性」 

全体司会：冨田主査，増田 

13:30～13:40：主旨説明 （国松運営委員会主査） 

13:40～14:05：東京スカイツリー （日建設計，小西厚夫氏） 

14:05～14:30：阿倍野ハルカス （竹中工務店，曽根孝行） 

14:30～14:55：超高層建物の耐震改修 （鹿島建設，黒川氏） 

14:55～15:20：戸建て 3階建て住宅 （積水，東田氏？） 

15:20～15:35：休憩 

15:35～16:00：居住性能評価指針改定の現状 （横山小委員会主査） 

16:00～17:20：PD （司会：志村委員） 

壇上のパネリスト 

PD発表者 (小西氏，曽根氏，黒川氏，積水の方) 

横山先生，石川先生，濱本先生，国松主査 

17:20～17:30：まとめ （益田委員） 

 

各講演は 25分，個別の質疑はなしとする。 

質問用紙を配布し，休憩中に回収する。 

居住性能評価指針の発表中に振り分けて，PDの前に依頼 

 

原稿締切は 12/25(金)とする。 

印刷には 1月中旬までに出す（2週間前がリミット） 

 

その他 

居住性能評価指針改定に関する説明会は， 

A) 次年度 AIJ大会(福岡)の PDとする 

B) 通常の環境振動シンポジウムとは別にシンポジウムを開く（夏ごろ） 

の 2案が示された。 
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・AIJ大会とシンポジウムは参加者が異なるのではないか。 

・構造系では多くの指針の改定に際し，大会 PDを利用している。 

などの意見があった。 

 

この取り扱いについては，次回居住性能評価指針改定小委員会に一任することとした。 

大会 PDとする場合には，近々，計画書を本委員会に提出する必要がある。 

 

 

以上 


